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＜外来情報＞

・溝越　キク様～本日当院退院となっている。

　　　　　　　　訪問看護　五福利用：２回/週（火・木）　初回訪問→12/3

　　　　　　　　初外来：12/4

　　　　　　　　デイケア利用：１回/週（金）

＜新患情報＞

・12/2　9時来院

　壬生　勝男様（70）

　Ｈ1年(46歳)に脳出血で八戸市立市民病院にて入院治療。後遺症が残り､視野狭窄等の症状が

徐々に進行。Ｈ24年に妻と離婚し､単身生活となる。歩行はかなり不安定となり転倒を繰り返

していた。Ｈ25年7月､転倒して意識を消失し､八戸市立市民病院へ救急搬送。頭部ＣＴ検査で

多発性脳梗塞の跡が発見され、血圧高値で倒れた可能性があることも説明され、通院治療を受

けるよう指導されていた｡その後話した事を覚えられない、日時等が分からない等の認知機能の

低下が進行。判断力の低下も認められ、金銭管理も出来ずにいる。Ｈ25年11月8日､転倒して

青森労災病院へ救急搬送。認知症の専門治療を受けることに同意した事から受診予定となって

いる。

・12/3　10：30来院、11時診察

　清川　美奈様（19）

　現在、八戸学院介護福祉専攻1年生。Ｈ25年10/29普段は帰宅してから自分の部屋に一度行き

会話が始まるのが、その日は会話をする事なく、何もない所で急に微笑む事が見られていた。

同時期より食事量が低下、睡眠不安定、落ち着きのなさ等が出現。「男性に話しかけられる」「何

か話し声が聴こえる」「誰かに追いかけられている感じがする」と訴えるようになり、実際に母

様がバス停まで送って行く事があった。”ストーカーかもしれない”と話す事もあり普段とは違

うルートで家に帰るよう話し、遠回りして帰宅する事もあった。最近は以前より落ち着き、睡

眠、食事共に改善傾向にあり”誰かに追いかけられている”といった訴えも徐々に減少いるが

”話しかけられる””話声が聴こえる”といった状態は改善されず、それに対し笑っている事も

あるという。学校でも同様の事があり、学校の先生から精神科の受診を勧められ受診予定とな

っている。

　

・12/4　11：30診察

　菅井　敬一郎様

　小学生の頃から、他人と会うのが嫌な時期があり、長野県内の心療内科への受診歴あり。以後

通院は不定期。対人交流に対して不安感・恐怖感を抱くようになり、小学2年生～小学5年生

頃まで不登校。その後は「義務教育だから仕方ない」と思い、通学。長野県内の高校[普通科]

を卒業後ラーメン屋へ勤務。その後、青森公立大学[経済学科]へ進学し、青森市内にて単身生

活開始。対人交流に対する恐怖感・不安感は目立たず経過。H25年3月卒業。その後八戸市へ

転居し営業職に従事。職場関係や営業の成績について考えると、抑うつ感が出現。H25.11.22

職場の内定式があり、その後のパーティーに出席。帰宅後より、対人交流への不安感・恐怖感・

苛々感・抑うつ感等の症状が出現。日課等も手につかなくなり、仕事へ行くことが億劫になっ

ていた。上記状態が持続していたことから、受診予定となっている。

・12/5　10：30来院、11：30診察

　田名部　良子様

　H12年結婚。夫は元来気分変動が激しく少しでも気に入らない事があると粗暴的となる、妻や

娘に対しても怒鳴る、中傷的な暴言や威圧的な態度等あるとの事。音に敏感になり、夫の帰宅

時間になると落ち着かず、何度も小窓から夫の帰りを見てしまう事が増えた。夫との会話時に

は余計な事は言わないように気を遣い、一人でいても動悸・吐気出現。夫と二人きりの時には

動悸・吐気の症状が強く出るようになる。夜間の中途覚醒も目立ち、目覚めの悪さがあるとの

事。食欲低下あるが、摂取は出来ている。上記状態が増悪している事から受診予定となってい

る。

・12/6　10時来院、10：30診察

　赤石　爽乃様

　現在、中学３年生。昨年の秋頃より部活内でのイジメがあり、教室内でも嫌がらせを受けるよ

うになる。11月に入り登校拒否が時々あり。学校の教師・母様・本人様で話し合いの場を設け

たが、本人様より「学校の先生じゃなく、病院の先生と話をしたい」と希望があり受診予定と

なっている。

